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カンボジア王国小学校体育科指導書作成支援事業� 

(JICA草の根技術協力事業)� 

2007i:二1度の主な活動は、先に完成 した指導要領を元に、

教師用指導許の作成を支寂することでした。

資料収集や人材育成といった基盤整備と メンバーの理

解J立を重視したスケジュール管理を行なったこ とが功を

者し、教育省の担当者が指導要領、 指導占を作成する全� 

f がけたため、彼らに とって大き なれ討につなJ刊を� f

がったと思われます。

具体的な活動としては、①体力測定� (PFT)の実施及び� 

iHlI定結果の回収。� PFrを本事業の拠点、校で継続的に実施

するための年間行事管埋者 (統計十日当)の訓練実施。②

教師用指碍古に必要な� 11保健-体育科理論 11、lIil三|削指導計� 

11力l、1iよ元計画、指呼案� 11、11教材案と指導のポイン ト11を

作成するための各草案及び巌終草案の作成。③指導害協

議会の開催とモデル校の選定。④モデル校に対する� 11簡易

スポーツ施設の設置"と拠点校体育教員に対する� 11指導書

催。|荊の11を使った授業の実務講習会(指導書合同指導会)

⑤拠点校での教師用指導曹を活用した保健体育授業の実

胞、などが挙げられます。

今後は、 指導書を使った授業を導入している拠点、校の

巡!日|フォローアッ プ指導と実態調査、そ して、必要に応

立終11じた指導書案の改訂を行うことになりますむまた、� 

íl~)には、指導書案を使JlJ した枝業の効果と今後の五向性

などを示唆した提言3を作成し、教育省の担当事務次官

に提出する子定です。

アンコールワット国際ハーフマラソン� 2008
 
2008年� 12月7日(日)開催

主催:カンボジアオリンピック委員会、カンボジア陸上競技連盟

主管:カンボジア陸上競技連盟

運営:アンコールワ ット国際ハーフマラソン組織委員会・実行委員会

特別運営協力� :NPOハート・オブ・コ ルド、NPO日本医師ジョ力一ス連盟

後援:カンボジア王国政府・在カンボジア王国日本大使館・アジア陸上競技連盟・独立行政法人国際協力機構ほか� (予定)

ロードレー ス(女5km)、ロードレース(川子 /女子/義足10km )、男子/女子/車絹子両日は、ハーフ マラ ソン(

子)、3kmファン ラン(オープン)。� 

12月6白(土)には、ア ンコ ールワットウォーキング、バイクラリ ー・;-i'イクレース、前夜祭をプレイベン 卜として開催

l …ーは~年 7 月より開始 i':<.]II.'""'$'1;)公式サイトlillJ!Jl伽� 

※アンコールワット国際ハーフマラソンは、� AIHM改め AWHMと記します。� 

1ft' fj¥'i1…I 
参加募集中。r:rCJ公認ツアー、協力ツアーもあります」� I 



HGCYA-JYA 
HGむつみ日本語教窒から� 2人目の留学生� (HG青少年大使)活動� 

2007年度事業は、「ワークショッ プj、

「フィ ールド ワークjの2部で'.tI時成し、。nJ

者は「ものづく りjを通じて協Inl'l'tを高め同1\弓2002~Idt，ムcU~来ま:l日本l~2S8月tJ3ドムj 

出チェイ，1 、J\ '7~を砕混衣室で跡語モ勉強しT ること をH的として、i会名1ま「カンボジア
S主主� (jllになりま止。干の結果留学空小 ニ人目工日

人の心の戸/↑tlJを理解するためのツール
田ふ警告僧品不立て忽強 l7お1\針。私\J.日本 l~ 

として行 っ た。 ま た、 J3~代カンボジアにつ
*~~rがてせてして毛す吾1刀、 f:で可 o ~れら 手全草智ヨ1は

いての朋併を深める ために、ツアー前後
苦軒本蚤 町 あ，-~著霊で吋~ Q~事酢I1 
晶掛キ丈hτて‘‘

ikごごゴ刊寸
泡勉子強皇ヒ諺智p;浩色モ坊毎日時舎しμく

、tω比) 川ヒ附刀汀、ザ噌X
に91百|のレクチャーを実施した。

が7て市m
お和l¥制ま討有� C

日卒由笠� 3 厄泊ち� λd吉畠る千交，宝主� L涼sもTパlr.口: 来てt菅れ1l'“，~ 
\ 芳普 r~ナ(川日0 f九な仔牢〈いト、費似飢 τ ;円川川z1ノ1京這造L 七いパしぱ可も4; i

スラ4 ミ庁、色ヤ ~rえてく凱 [rlJ'うて可。が4、うちスライミ ー

ビイ中~くして元電強フT 千Ï~ T;\l'(忠
:

よおりま可。で毛

刊消吠Jいちr)1て可 T穴，付し山� 「自然環境と暮らしとの

つながりを考えよう� Jスライミー(左)と
ソッキイア(右)

2008iド2月20-27日までシェムリアップ
スライミ ーさん に亡、� HGJYAlO名が活動向00へ1¥尋るのでモ，7ゾ‘、刀二ネl:<o目iスライデ ー� t]'寺B.t 

むので良L~ ¥'uもしな いで守泊、、一一頑張 q針。今生~O) にあiいて、ソン ・ NCCCでは、� fどもたちとプランター制作と� 

'7一人

s得 \lB亭主持~b試験の 2紙1:合将司~~'(.ヒ民芸
リTT

-1111

では、保lill筒井下

'守袋を作った すずめの学校、チェイ小'71校
モ作ヨミ℃て可。象ムの :1守未の善~\在者湾立~ l ''d.-: 

1.， ¥¥(12{ヲ呈して~3日序で奉認す事。呈"刻\!をτ可。アl;
指将のほか、日本、カンボジア

の遊びを互いに紹介しあ った。また、るしなの
4月か らIi]山学芸t(

ソッキイアさんが� 

"'(千草1，F8あ、1)ま可。邑手芸さじも� l ¥、Lぎ了~lnr!
ifi1) 針。ご制するよちしi お I事，~ I..\ tíl乏し 中です。現在� 2人

c忠フ7 館高等学校に留学
協力をf}て、 トンレサ ップ洲でのフィールド

ワーク、インタビュー調査を行った。
は、同校の寮で生

l判?のγ30!;，流� ソン・ソ・� 

活しています。� 「ラクロスメイクスフレンス、
インカンホ、ジァ」� 

2008年2月29日一3月9目、プノンペンにて� 

ソカーさん、ご結婚おめでとうございます!� 
HGCYA-JYA各� 14名が;日仏'1

材料保しから完成に至るまで 「カ ンボジア

でしか創ることが山米ない道l!作り� Jを心が
らお土産のjjiを少しずつ集め、{E，� け、ラクロスのクロスとゴールを制作し、 それ
~í与の代町のよう な形で花嫁の両親 らを使い、ルールを党え、線開、;h¥介を行った《� 

{ニf波します。 BeoungTrabekI~ ;j校、Arikhsath中守'校にて

試合を行い、 最後に2つの学校をtlt:いてラク、i

ft0らチ 可 ムナンダイ(蛸礼の f~!) がîT ロス大会を開� 1 ラクロスがカンボジアで行

われました。ニオ'Lli花自家花婿の子� われたのは史上初ですが、押すぐに上手にな

その絞おかゆが鉱炉fわれ、� 8pか[1

、HG字生チームがは高校生 中'で、り、ゲーム

I-参列者が� f

IJml-ていて、主せそうでした昨日にな ソていくという儀式で、す。� 1]行手

そのお土尚を子に会場に入り� rliる な花婿のオウンさんも終始笑削で、

こ持って、イtJぷの家まで� ソカ ーさんはきれL 刈二お化*J~ され

HGむつみ日本訴救宅の桧16先生-
と HGASIA の I'~~道が出席しまし た 

5月29日、� /¥'ンテアイスレイの数キ

ロT I-IIjにあるソカーさんのお七では、� 

1，Ur 訪れていて、li;からお祝いの方々がt

6時30分にはハエッ卜 ・チコムモーン� 

u以I J)が始まりました。1行手I

これは花婿からのお� u主 (豚の煩

やフルーツ、 野葉、ビールなど)を、

んll行が赤い糸をれ可1]国に制収や参手

でいく慌式で、そのと きにお祝い

金を 紺に渡します。(この� 1，".]1H寺

問ほど?、花ほ花析はずっと� iiIJか

がみの状態で待っていなければな

らず、きっそ うです。) 

11時に披露宴が始まり、桧!己先

生が有森代表からのメッセー ジを

クメ ール請で読み� |二げ、ソカーさ

れて、とてもよいは、さんは非常に;

メッセージだと何山もお干し(日本

川とクメーJl-，VDをおっし ゃって� 

L、ました。

jL

JICAチームに!l，yってしま うほどになり ました� 

MMの協力を何て、ストゥン ミエンチェ

イゴミ築制j拐でフィールドワーク。� 

また以JJlいもでき、若いながらも頼川l，と、 品，)'i

しくJ掛汁トけ合いをしながら、 参列百か
I もしさを感じました。お22-せに� 1 

| 〈20凶年度…A川� |
カンボジア/プノンベン、シェムリアップの小学校での環境教育活動(町参加者募集中.
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カンボジア人ランナー、かすみがうらマラソン大会に

今年もカ ンボジアより、セク ・オウンさん(43)とモック ・ブントウーンさん(33)が、かすみがうら

マラソン大会参加のため来日しました。HG会員の皆さんやスポンサ一企業のサボ 卜のおかげで、感

謝� 1感謝|感謝� 1でいっぱいの充実した滞在ができました。� 2人は、アンコ ルワ ット国際ハ フマ

ラソン� 2007の入賞者で、 有森賞として来日する機会を得ました。挨拶より 抜粋 して、ご紹介し ます。� 

•: 0セク・オウンさん� '0モック・ブン卜ウーンさん� 

. 
ι 一 ーーーーーーーーーーー� 

カンプチア人民共同の陸軍広報官として兵士徴� ! 私が山始めるようになったきつ� r:t;:〓--， 同市
. 

・

:非の任に就いていた1985年、|日l僚の兵十� 20名を辿� ;かけは、� 1996年の第� 1 rITlアンコール 守昭3WYJV相� : 
1 _f¥:f ヲ....，li."1.，つ 11(".、..-:寸育、� -

れて歩いている時 、 数名が地雷を踏み、その爆発に l ワット III除、ーフマラソンでした。 明司盤調巴百~~，1 l:
 ・� 
~'.IWII・ーーJ ・!2!.'l ・
世南通園~l 臼力でトレーニングした私は、・ より� 3名が命を落とし ました。救助に向かった私も� I • 

・
・ 不運にもtt i!raをiI内んでし まいました。� 

~・・"片 | ー市町�  n!J ;1
lOkmロードレースに出地し、第� 3
~ . ..1 .!~ 

: 当時の私は、 似 のあまり死を望みました。糾 の!位に入賞しました。そして、カンボ� JdR云LJ : 
: 必死の説得で、自殺という� fE1かな考えをJSてました。;ジア代表選Tとして、海外の大会に� : 

: 半年後に私は退院し、 家族と暮らすために故郷に(参加する機会を与えられました。走るこ とを通じて有名に� : 

・戻りました。兄は私の品足をVIに注文してくれまし� l なり、 川よりカンボジアではも ちろん、外国にもたくさん ・� 

: た。義足が出来上がり装着した際仁、私は刊で働き� 友人ができたことが私にとっての一番の財産です。� :l

1 

: たい旨を願い出て、それが聞き入れられました。仕� ; 私は� 8人兄弟の長男として育ち、家はとても討しく、 卜ゥ� : 

: 事で地方に出向いた時に、私と同じ地雷の総牲者で� ;クトゥクという乗り物の運転手を していますが、アスリー卜� : 

・ ある現在の安とlH会いました。� 1 になって'1¥金を得ることで、私は家族を支えることができる ・・� 1
・� 1997年 ロ月� 3日、カンボジア全土をあげて、身障� l ようになり、家族も喜んでくれています。向分の経験を生か� : 

:者関連団体が国|探身障者デーを祝いました。その時間� i
l 

して、村米は|控卜のコーチになりたいと思っています。� : 

:催された競段会の4∞メートル走に参加し、第2位と� l現在、アンコールワ� y 卜囚際ハーフマラソンは賞金レー� : 

・ なりました。その後、身障者アスリ ートにスポーツ蹴� 1 スではないのですが、私は毎年、走り杭けています。賞金 ・・
・技用の義足を提供する競技会で選抜され、マレーシ� レースでなくても、私はこの大会が好きです。この大会に参 ・l

1

. アに行くことができました。そして、今回日本に来� l
1 

加することは、 喜びであり、年� -111行事です。� .

: ることができました。ハート ・オブ ・ゴールド、かす� ; 今も旬日、 卜ウクトウクの11引 の前後、 朝の� 4~I ，\ 、「 から : 

: みがうらマラソン実行委員会、私を支援してくださる� 1 

l 
611はでと、夕方日、から� 6時まで、独力で トレーニ ングj= : 

. .~~ての日本人に、そしてカンボジア障害者陸連の

:者アスリート述にお礼を申し上げます。� 

身I ) I ";-l I

l 

u-

をしています。そして、私はあ きらめずに練習をし

仰 貨を受け日本に来ることができました。� 

て、今 ・

: 

日本・ カ ンボジア 交流研修ツアー~スポーツを通じた夢づくり

422

『生きる力と笑顔を、子どもたちに」

シンポジウム&トークショー~�  
1月10日から� 14日まで、 日本 ・カンボジア

2月28日、東京 ・大手町のサンケイプラザホールにて、スホーツ 交流研修ツアーを行いました。 参加者{ま、カ

や体育教育を通じて、人々に長く引き継がれ根付いていく活動のあ ンボジアの現状、l!JI探貢献の在り方を学びた

り庁を考えるシンポジウムと トークショーをIJ日1住� いとの思いで集まった大学教授や教員、 会主.I~

(主催� :HG、産経新聞社)� 日の方などです。プログラムは、カンボジア

0シンポジウム� : 王国小学校体育科指導書作成支援事業で使用

有森代表、間出美~IJ 氏(筑波大学大学院人間総奇科学研究科准教 するため、日本で集めたボールをカンボジア

授)、松本格之祐氏(現桐陸横浜大学スポーツ健康政策学部教授)、大 政府に寄贈することから始まりました。

橋美勝氏(岡山大学教育学部教授)、山口拓� (HGASIA所長)、，.� 小学校の現状を見学するため、プノンぺン

活!1Wに携わる以上5名のパネリス トが、スポーツの大切さ、体 では間指のマンモス校を訪問し、シェムリア

育を辿じた開発支般の取り組みについて語りま した。� ップでは小さなチェイ小学校の先生}=jと懇談

Oトークショー� : 会をもちました。また、るしなの松本さんか

栗山英樹 氏(スポーツジャーナリスト)と有森代ぷが、「スポー らカンボジ アのIJ~状についてのレクチャーを

ツを通じた~'・づくり 」をテーマに、それぞれの立場で、子ど、 も たち 受け、� NCCCの見学 も行ないました

の夢を応慢する対l淡を行いました。



ニューチャイルドケアセンター� 
(NCCC) 

昨年度、男子寮が完成し、今年度は女了寮の建設に

若干 しています。居住� JfJの91子官、女� f寮のほか、今

弘、は統合的職業訓練センターの建設を� f定しています。

写点のように全てが完成する には、たくさんの時間と

資金が必要ですが、 子どもた ちが安心して草らせる、

そして夢を実現さ せる施設を 日も早く 作り上げたい

と昭郎、ます。

ハート・ベアレント
(里親支援事業)

ノ、一卜 ・チャイルドも年齢があがり、自立へ向けて

の支暖がt!i要となって きている。� 

女子一人は中学卒業後、本人の強い希望により、倒� J

きながら両校卒業まで支援の継続をすることにした。

僧籍� 2人は継続して修行中。現在、� NCCC建設に合わ

せて、 建築、土木などの技術訓練を� 3名が受けている。

また、モロッ ポカ フェにてアルバイトをしながら職業

訓練を受けている女子� 3r，の就業状況は、 良好であ る。

統合的職業訓練センタ ー� (NCCC)において芸術教科

や外国諸教育なども合め、 様々な職業訓練の方向を模

索していきたい。それと同� H寺に、就業にあたっての妥

勢形成をいかに促すか等の課題がある。人件費の問題

で現地児童指導員を削減したが、日本からのインター

ンやボランティアの受け入れを行い、生活指導、衛生、

日木品教的、などを進めたL

完成模型図NCCC

可。

子ども数の減少からコミ ュニティ協同組合ネ� y 卜ワ

ーク� (CCN) (4州に� 66組合)やJ山JjlXの賛同家出で就� 

']:1封切lな子どもを受け入れる旨を連絡中。

チャン・タウン氏、岡山県技術移転プログラム研修終了� 

9 )1' 811 から 2 rJ 8 日までの 5 ヶ月間の即日彦を 1!~ 4-~に終

了し ました，� IiJf11~1十l は 、 1憂 しく気さくな人柄ゆえ、どこ

に行っても人気者でした。� HGがコ� u会した冬� tJ日は洗惜し 、

岡山県か ら支給されていた 向転車は磨いて返却するな

ど、 礼儀正 しい素UÎ~( らしい方です。

ft

卒-

をはじめ、保健体育の際業に参加し、他の科同も見学 し

ました� 多くの生徒連と知り合え、彼らはいつも私に対2

し友好的でしたのス ポーツ大会にも参加でき、� 者に知

識や経� l肢を分かち合うことができました。先生方や牛:f� 

述は、私と一緒にいると楽しそうで、クラス に参加した

ときもそうでした。私は、いつも給食を生徒遣と一緒に

「私の研修と日本の生活J 食べ、喋ったり冗談を言いあったりしまし

た。各研修先で、は、最終 日には私のために

日本は、人口も 多く裕福で、近代的施� J2 素晴らしい送別会を聞いてくださり、プレ

や 1 ~~Ç~5t ビルが建ち並び、とて も 発展 してい ゼント交換をしてくださいました。これら

て、快適で、安全なところです。 特{二、広々 はとても楽 しく、私の心に一生残る出米事

とした道路と、便利にスムーズに移動でき になりました o

る電車の存干� Fにとても続きました� c 訪れた学校や大学にて温かい歓迎を受け

，たこと 、先生が生徒を� l励まして強いやる気hYrl 常に実ドJ白く|面での研修は、とても� 11-1

りがあるものでした。私は、岡山県内の小・ を引き起こしていたことがとても印象に残

中・ 高等学校や大学、筑波大学で研修を受 っています。� 5ヶ月の日本滞在は、とても

けました。どこでも温かい歓迎を受け、皆さんが親 しく 矩く!惑じます。

してくださいました。先生の思いやりや教授の講義に も、 最後に、このような研修の機会を与えてくださったこ

とても感銘を受けました。皆さんのお践で、私の研修は と、日本での研修に渇かいサポートをしてくださった|刈

とても順調に進み、大変蛸し く思います。研修では体育 山叫!'I"と� HGの皆秘に心よりおよし申し上げます。



活動アラカルト� 

HGを支援 してくださっている個人 団体の皆 。本部事務局� 

.1/10・14 日・カン交混di庁11参ツアーさんの活動をご紹介 します。
Iai 得代表)l(イ学校講出'1'王寺R大阪教育大引)J(、 

.3/21 J、ート・ ソンク ス� 'HGブース� 

.4/21 大阪教育大学附属天王寺中学校交流会

.2/29

皆さん、あり がとうございます。� 

0おがち総合型スポーツ・レクリエーション・カルチ ・4/27 宵11:¥1川ふれあいフ ェスタ� .HGブース� 
ヤークラブ「こまちハート・オブ・ゴールド」 :i/17 ほべつ� ArimoriCupマラ ソン� 

.6/4 
 m;ス トア労働組合 リンくるカ ップ .HGブース

.6/29 HGJYA 活動報告会(京都・近{街サロン)� 

)(j，

-I)!-I司(1年記念交流会J，y)10会、総会、JI埋 ・� 

i:(秋田県湯沢市) 
・6/25

2007年度にこまち/、ート・オブ・ゴールドが取り組

んだのは、� f占き抽 じハガキ回収キャンペーン&文肘 O東日本支部� 
具 ・スポーツJ-l-J品物資支援jです。7 )1=から� 1月末ま で� 

J肢から#集 し、市内外か ら多くの普11;が寄せられま

した。ハガキは� HG本部事務局に、物資はカンボジ ア

のチェイ小学校と� HGむつみ 日本新教宅の� fどもたち

に送られましたむこの活助の許 しい報告は、こまち/¥

ート・オブ・コールドのサイトでご覧いただけます。� 

ht印・//aios.city-yuzawa.jp/heartofgold/index.htmI 

0蟹江あすささん� (会員)

バレエダンサーで

ある蟹i1ーさんは、主

宰 をされている�  

"Class A"の発表会� 

(第11旦1:20061:乙8月1

/第 2同:2008作.3

月29 il、両1]J~に多

摩市民会制)で会場

.2/3 
東 J;(五反 111 ロ ータリークラ ブ HG ， i l，~演会

・2/28 産経シン ポジウム&トークシ ョー
 
'4/17-21 かすみがう らマラソン招明ランナー受人

・4/20 かすみがうら マラ ソン大会� 'HGブース� 

.4/20 10川年記念交涜会(東日本)

。西日本支部� 

.2/17 HGチ� γリテイ� l耐寒立山2008
参加|行35名(サポー ト隊、背山隊合む)lこて金岡1I山登頂0 

~.~金額は 20，865 円 n 

.3/2 篠山マラ ソン・ ブー ス開設� 

.3/16 千盟国|探チャ リティ ーラ ン� 'HGブース� 

O飯田クラブ� 

.4-6月|市がい者支探 (防がい者陀連連常支段、ソカ ーさん

自立文J君、障がい者ラ ンナ� -jgへい支探) 

2008年後半活動予定� 

7/3 銀座|剖|療省楽祭� 

7/20 天神~本納 2∞8 日 本国際ド ラゴンホート遺子権大会 
7/26 第31回インタ←アク ト地区大会講演(白・森fN O 
9/8 -17 HG CYA-JYA活動(カンボジア) 
9/13 10周年記念交流会(jJ9日本)� 

主，~"'\2 i.õ.1吹田中の品チ ャ リ テ イ ) ¥イアスロン&3時間19/14スタップ用と して、� 
::fl25 ll!J雄勝健康マラ ソン10/5 

HG の T シャツ(黄色、 I~íj而 ロゴマー ク人り)を利用

してくださっています。 グッズの附入が資金的な支 ~~

となり、またイベントで着Yl'Jいただいた ことが、� HG広

報の助力となり ました。

11/15 
11月
12/6 
12/7 
12/19 

il安ロータリーク ラプ・チャリティ ウォーキング大会1i
ソカ ーさんj己主、訪日受人� 
AW H M 2008プレイベン卜� 
AW H M 2008 
HG X'masチャリティ・ディナー

ハート・オブ・ゴールド� 10周年記念交流b

設立� 10周年記念事業の� lつとして、 各地(東|ゴ本 ・

岡ILI・西H本)で交流会を|月|舵しています。設立より

長期にわたってご支擦をいただいている方、企業のf'T

様には、感謝を込めて記念玄一杉を行なっています。

点H本 む¥Iiは、� 4 Jl20日(日)のかすみがう らマラ

ソン大会後に、東京 上野の� SeaDragonにて、 有森代

表、京日オ丈夫:却リ ー ターの志i':~理引、田代 'J~務局 長、

アジアj山Jdi'If，f;'i川iスタソフの尚道さん、 チェトラ さ

ん、カンボジア人ランナー� 2名を 含め、� 40仏を� 臼えるy

参加者で和]'x(あいあいと阪やかな宴となり ました。

岡山は、6月25日(水)に総会終� (後、� HrJHiしまし

た。HG円本芯教室から� 117'干しているスライ ミー さ

ん、ソッキイアさんや述方からの出席有もあり、 会.u/)

の|則係でお12の1;(と材、ではありましたが、“ぶどうの木

をお待ちしています。前i、本交流会用出久'はがきは、� 1mH本

エリア在日;の会員の方のみ問主|しております。それ以外で参

加ご希望の会民の方(1育成人会及び人会希望の方も� uJ)は、本

日l事務同までお気li" 峰におrJIし出ください。

=西日本支部交流会のご案内=

日時:2008 年 9 月 13 日、午後 2 時 30 分~5 時

場所:川村義肢株式会社・大東工場プレセンホール

(大阪府大東市御領 1・12・1 TEL072-875・8000)

会費:1500円(茶話会費用)

アクセス:JR学{iTI都1¥，線住込駅|、卓、� (11)レ20分� タクシ-5分I

お車でお越しの方は、駐車場を完備しており ます

内容:受付は、午後� 2時� 30分 ~ �  

AH支J長足資料館の見学� 30分を含む

合"の淀川、しい料坦!で!虚りじがりま した。 村義肢株式会社代表取締役社長)・11川村慶(J� 

残るは、山日本支部の交流会です。こちらも也向を 高橋明� (NPOアダプテッドスポーツ・サポートセン

凝らした金山とな っています。多くの皆さんのご手加 ター代表)・有森代表の対談


